
（別紙３）

～ 202５年　１月　18日

（対象者数） 22名 （回答者数） 16名

～ 2025年　１月18　日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 児童発達支援の理解のための広報活動など。

2
スタッフに対する定期的な研修の実施。職員一人一人の
支援の質の向上。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
保護者の同意。共通認識。地域にも施設の概要の共通認
識を持ってもらうこと。

2

3

医療的ケア児の受け入れ 専門的な知識、技術の習得、人材の確保

個人に寄り添った支援
職員間でおこなう日々の情報共有と支援計画の立案。事

業所内の支援を統一することによる支援の一貫性。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

利用児童の安全確保や個人情報の流出

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

利用児童が関係する機関との連携 日常的な情報共有と定期的な園見学、連携会議の実施

地域に開かれた事業所の運営

○従業者評価実施期間 2024年　12月　29日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年２　月　8日

○事業所名 KID ACADEMY　大野城校

○保護者評価実施期間 2024年　12月　１日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


